


優良経営の鍵を握る、業務コミュニケーション�

お客様への素早い対応など、�
サービスの充実と徹底�

商業店舗では在庫や商品に関するお客様の質問に

その場でお答えしたり、飲食店では空席状況を確認し、

来店されたお客様を素早く席に誘導する。そんな迅速、

かつ正確で丁寧な対応ができるサービス体制の確立

が店舗・施設のイメージ向上を図ります。�

「顧客満足の向上」�

少人数体制でのムリ・ムダのない�
事業運営の確立�

現場の状況に応じた各種連絡をリアルタイムに行う

ことにより少人数体制での業務運用が可能になります。

作業分担や人員配置の変更がタイムリーに指示でき、

現場を離れることなくスピーディに相談・問合せができ

る連絡システムが構築できます。�

「人員配置の効率化」�
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●無線局免許・資格が不要だから設置したその日から使用可能。�

●400MHz帯10mWの採用により明瞭な音声で通話できる高音質設計。

●お互いが間をおかず電話感覚で会話できる同時通話方式。�

●特定の子機だけとの個別通話や全子機に対する一斉通話が可能。�

●アラーム機器やパソコンなど外部機器の音声の送出が可能。�

●長期間使用しても破損し難い業務用ならではの高い耐久性。�



スタッフの連携による、�
情報共有やトラブルへの対応�

混雑時はもちろん、緊急時などにはチームワークを活

かしたスムーズで効率的な対応が求められます。その

ためには、複数スタッフが同時に会話できたり全員に

一斉に指示が出せるなど、店舗や施設の規模や運用

に則したきめ細かな連絡システムが実現できます。�

「チームワークの強化」�

ビクターワイヤレスインターカムが�
実現するコミュニケーション改革�

２�

パチンコ店、�
アミューズメント施設の業務連絡に�
個別スタッフへの的確な指示や、トラブルへの

スピーディーな対応など円滑なスタッフ運用が

可能になります。�

商業店舗の各種業務の効率化に�
担当部署を離れることなく、お客様の問合せに

対応したり、お客様に聞かせることなく業務連

絡ができるようになります。�

飲食店でのスピーディな�
顧客対応に�
空席の確認や追加オーダーへの対応、テーブ

ルの後片付けなどスタッフ間のスムーズな連携

が可能になります。�

宴会場・セレモニーホールでの�
スムーズな式進行に�
催事の進行に合わせたきめ細かな対応や、変

更事項をスタッフ全員に連絡するなどスムーズ

な運営が可能になります。�

工場・物流倉庫の�
作業進捗状況の把握に�
大音響の中でもクリアな音声で状況の報告が

可能。緊急時などの業務放送の代わりとして一

斉連絡にも活用できます。�

中小ホール・劇場での業務進行に�
舞台と控え室などスタッフが部署を離れること

なく緊密な連絡ができ、急な段取りの変更など

も一斉に指示できます。�



マスタートランシーバーWT-T60（親機）とポータブルトランシーバーWT-TR60（子機）の組み合わせだけで、�

フロア内の快適なコミュニケーションを実現するシステムです。�

簡単な工事で設置できるため既存の店舗や施設にも導入しやすく、ローコストで店内コミュニケーションの改善が図れます。�

既存の店舗や施設にも簡単に導入できる�
シンプルシステム�

店舗や施設の規模、運用の目的に合わせたシステムが構築でき 
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こんなお客様に最適です� ●居酒屋、焼肉店など中規模飲食店�
●ガソリンスタンド ●カラオケボックス�

２エリアタイプ（シングルマスターシステム）�

フロアA

○広いフロアまたは２層階での運用�
○子機間の交互通話�
●子機からの一斉通話●子機台数は無制限�

1エリアタイプ（デュアルマスターシステム）�

○子機２台による同時通話�
○子機から特定子機との個別通話（他子機が送信中はできません）�
●子機からの一斉通話●子機台数は無制限�

フロア�

フロアB



  ます。�
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ホールマスターWT-MC60(操作器)を事務所などに設置し、�

事務所とフロア内の快適でスムーズなコミュニケーションを実現するシステムです。�

メッセージユニットなど外部機器と連動させて、音声やアラームなどを子機や外部スピーカーに送出することが可能です。�

ホールマスターWT-MC60（操作器）を使用することにより、１系統の外部音声入力とモニター出力が可能になります。例えばメッセージユニッ

トとの連動により、定時ごとの連絡音声をスタッフ全員に送出し業務放送の手間をはぶくことが可能になります。�

外部音声の送出中でも、子機や操作器の通話に制限が加わることがなく通常どおりの通話状態が保たれます。（デュアルマスター時）�

操作器からの一斉呼び出しや外部音声の送出ができる�
スタンダードシステム�

外部機器の音声やアラームを送出することができます。�

1エリアタイプ（デュアルマスターシステム）�
○操作器から子機への一斉送信に、子機１台が
　応答する２者間通話�
○子機からの一斉送信に、子機１台と操作器が
　加わった３者間通話�
○子機から特定子機との個別通話�
　（他子機、操作器が送信中はできません）�

●外部音声入力、モニター出力各１系統�
●子機台数は無制限�

こんなお客様に最適です� ●ファミリーレストランなど大規模飲食店●スーパー、ディスカウントストアー●宴会場、セレモニーホール●工場・倉庫�

定時連絡�

フロア�

2エリアタイプ（シングルマスターシステム）�
○広いフロアまたは２層階での運用�
○操作器から子機への一斉送信�
　（子機の応答はできません）�

○子機からの一斉送信に、操作器が加わった２者
　間通話�
○子機間の交互通話�
●外部音声入力、モニター出力各１系統�
●子機台数は無制限�

バックヤード� 事務所�

モニター出力�

外部入力�
メッセージユニット�タイマー�

アンプ�

フロアB

フロアB

フロアA事務所�

事務所�

定時連絡�



ホールマスターWT-MC60とWT-MC80の２台（組み合わせ自由）の操作器を設置することにより、�

2ヵ所からの一斉呼出しや各種アラーム機器との連動、さらに子機のグループ別の運用といった�

ワイヤレスインターカムWT-T600シリーズの機能をフルに活用した充実のコミュニケーションシステムです。�

操作器の2台設置やグループ運用などが可能な��
フル機能システム�
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2エリアタイプ（シングルマスターシステム）�

○広いフロアまたは２層階での運用�
○エリア別グループ運用または、２エリア同一グループ運用�
○操作器（WT-MC80）から子機への一斉、グループ一斉、個別通話（最
　大２０台）��
○操作器（WT-MC60）から子機への一斉送信��
○子機からの一斉送信に、操作器２台が加わった３者間通話�
　（１グループ運用時）�

●外部音声入力、モニター出力各２系統�
●子機台数は無制限�

2エリアタイプ（デュアルマスターシステム）�

○広いフロアまたは２層階での運用�
○エリア別グループ運用または、２エリア同一グループ運用�
○操作器から子機への一斉送信に子機２台（各エリア１台）と、もう１台の操作器が応答する４者間通話�
○操作器から子機への一斉送信に、子機１台が応答する２者間通話（グループ運用時）�

○操作器（WT-MC80）から子機へのグループ一斉に、同グループ子機１台が応答する２者間通話（グループ運用時）�

○操作器（WT-MC80）から子機への個別通話（最大２０台）�
○子機からの一斉送信に、子機２台（各エリア１台）と操作器が加わった４者間通話�
○子機からの一斉送信に、同グループの子機１台と操作器が加わった３者間通話（グループ通話時）�

○子機から特定子機との個別通話（他子機、操作器が送信中は出来ません）�

●外部音声入力、モニター出力各２系統●子機台数は無制限�

こんなお客様に最適です� ●パチンコパーラー・アミューズメント施設●大型スーパー、大型ディスカウントストアー●病院、養護施設�

1エリアタイプ（デュアルマスターシステム）�
○操作器から子機への一斉送信に、子機１台が
　応答する２者間通話�
○操作器から子機への個別通話（最大20台）�
　（WT-MC80使用の場合）�

○子機からの一斉送信に、子機１台と操作器が加
　わった３者間通話�
○子機から特定子機との個別通話�
　（他子機、操作器が送信中はできません）�

●外部音声入力、モニター出力各２系統�
●子機台数は無制限�

事務所�

事務所�

事務所�

事務所�

フロア�

事務所�

事務所�

フロアA

フロアB

フロアA

フロアB
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担当別、フロア別、売り場別などシステムを２つに分けて運用する
ことにより、必要な情報を必要なスタッフだけに伝達することがで
きます。また別のグループのエリア内へ移動した場合は子機のス
イッチ操作により、そのグループでの通話が可能になります。�

子機をグループ別に分けた�
独立運用が可能です。�

操作器を2ヵ所に�
設置することができます。�

●WT-MC60からは子機に対して一斉通話が可能です。�
●WT-MC80からは子機に対して個別・一斉・グループ通話が可能です。�
●WT-MC80に装備された赤ボタンにより外部機器の制御が行えます。�

マスターコントローラーWT-M60を使用することにより、２系統の
外部音声入力とモニター出力が可能になります。セキュリティ機
器と連動させ、必要に応じてパソコンからのメッセージを流して一斉、
またはグループ別に知らせることができます。また外部音声の送
出中でも、子機や操作器の通話に制限が加わることがなく通常
どおりの通話状態が保たれます。�

外部機器の音声やアラームを�
送出することができます。�

事務所�

バックヤード�

フロア�事務所�

音声合成�

モニター出力�

セキュリティ�
機器警報音�

フロア�

Bグループ�

Aグループ�

●WT-MC80のグループ通話ボタン�

事務所とバックヤード、オーナー
室など常時使用する場所が施
設内に２ヵ所あるばあいでも、そ
れぞれに操作器（ホールマスター
WT-MC60/MC80）を設置する
ことにより、さらに円滑なコミュニ
ケーションが図れるようになります。�●WT-MC80の外部制御ボタン�

Bグループ�

Aグループ�
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高性能・高信頼性を凝縮したポータブルトランシーバー�

内蔵アンテナ�

装着時の違和感をなくすだけでな
く、アンテナが折れたり曲がったり
して破損する心配がありません。�

カール付きコード�

コネクター部への負荷を減らし、接触
不良や断線による故障を抑えます。�

 保護設計構造�

イヤホンジャック部の耐久性をアッ
プ。接触不良等の故障を抑えます。�

コネクターガイド�

マイク端子の傾きやねじれを防止します。�

耐衝撃性スイッチ�

高い使用頻度に耐え、強度
も向上させたスイッチを採用
しています。�

特定の機能を設定できる�
機能ボタン�

子機の個別通話機能�

「子機の個別通話」「グループ運用時

の一斉通話」「外部機器の制御」の３

つの機能のうちいずれか１つの機能を

設定して子機の機能スイッチで起動さ

せることができます。しかも、１つのシス

テムの中に異なった設定の子機を混

在させて使用することができるので、

担当者の役割別に応じた機能を設定

し使い分けることも可能です。�

■使用頻度の高いパーツは高い耐久性を確保�

特定の子機と個別に通話することができます。責任者だけと個
別に通話したいときなどに便利な機能です。�

グループ運用時の一斉通話機能�

グループ別に運用している子機に対して、一斉に呼び出しをかけ
ることができます。責任者から全員に一斉連絡をしたいときなど
に便利です。�

グループA グループB

外部機器の制御機能�

警告灯や警報、外部音声などの機器を起動させることができます。
トークスイッチをＯＮにしなくても通話ができ緊急時の対応に威力
を発揮します。�

フロア�

外部制御機器�パソコン音声合成�

機能ボタンONの子機番号出力�

事務所�

警告灯�
点灯�

スピーカー�
警報音�

デュアルマスター時のみ可能です。�

フル機能システム時のみ可能です。�
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大規模施設にも対応できるマスタートランシーバー�

約4時間の充電で約16時間（10％使用率時）
の使用が可能。万一のバッテリー切れにも
ワンタッチで交換できます。�

※フロア放送をする場合には別途ワ
イヤレス放送システムが必要です。�

子機6台までの同時充電が可能。バッテリー単
体（3台）も同時充電ができ、万一のバッテリー切
れにそなえての予備バッテリーの準備も可能です。�

■用途に応じて選べるコントロールマイクロホン� ■リチウム電池� ■チャージャーWD-C12

約80メートル四方のスペースをカバー� 2エリアでの通話可能範囲の目安�

1エリアでマスタートランシーバーを

中心に半径約60ｍの範囲をカバー、

約80ｍ×約80ｍのスペースでの通

話が可能です。2エリア設置すると

約80ｍ×約160ｍという広い通話

スペースとなり大規模な施設にも

余裕で対応。�

※エリア間移動は、子機のスイッチ操作が必要です。�

■マスターコントローラー WT-M60（スイッチカバー未装着時）�

①外部入力端子（２系統）/各グループへのふり分けも可能です②外部機器制御出力端子、子機番号出力端子（外部制御機能設定時）③モニター出力端子（２系統）/グループ別の出力も可能です。�

■マスターコントローラー WT-M60（背面）�

1エリア当りの�
通話可能範囲目安�

1階建の場合�

2階建の場合�

③�②�①�

■天井や壁面設置でも目立たないコンパクト設計�

天井設置例� 壁面設置例�
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